
作成日

変更日

（１）基礎情報

ア．対象地域

面積 過疎

イ．計画期間

※目標の達成状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要な場合には計画を見直すものとする。

終了年月日

令和7年4月1日

令和13年3月31日

令和6年10月8日

令和７年１１月２１日（変更申請）

新見市(一部豪雪、一部山村、全部過疎）

新見市

793.29

25,571

１　計画の基本的な事項

地域の要件

離島、豪雪、山村、半島、過疎
地域に該当がある市町村名

地域総面積（㎢）

地域内総人口（人）

　　構成市町村に一部事務組合等が含まれている場合、当該組合の状況

組合名称
（設立（予定）年月日）

計画期間※ 6年

組合を構成する市町村

組合設立に関する、
今後の見通し

開始年月日

新見市循環型社会形成推進地域計画

地域の要件がその他の場合は
具体的に記載

構成市町村等（作成者）名
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（２）対象地域における取組みに関する事項

ア．ごみ処理の広域化・施設の集約化の検討状況

イ．プラスチック資源の分別収集及び再商品化に係る実施内容

実施地域

実施年度

実施方法

上記が④
もしくは

⑤の場合、
その詳細

予定地域

予定年度

予定方法

上記が④
もしくは

⑤の場合、
その詳細

プラ要件化対象事業の実施

備考

実施予定の場合

確認した都道府県の
広域化・集約化計画の名称

実施済の場合

令和7年度

　岡山県では、広域化・集約化を計画的に進め、循環型社会の実現を図るため「新岡山
県ごみ処理広域化計画」を策定している。
　本市は高梁ブロックに位置付けられており、高梁ブロックごみ処理広域化対策協議会
において広域化に向けた検討を進めてきた。平成24年度の協議会において「広域処理施
設は整備しない方針とする」ことが決定し、当面は現行の処理体制を継続するものとし
ているが、令和6年度の協議会において広域化の検討を継続するものとした。

①日本容器包装リサイクル協会への委託（プラ法32条のルート）

○

新見市

実施しない（予定）地域

新岡山県ごみ処理広域化計画(平成19年3月)
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ウ．対象地域における一般廃棄物処理有料化の状況

エ．対象地域における災害廃棄物処理計画の策定状況

未策定の構成市
（策定予定時期）

備考

上記が④の場合、その詳細

未導入の構成市町村名

有料化導入に向けた検討状況
※全ての構成市町村で導入済の

場合は記載不要

策定状況

策定済の構成市
（計画の名称）

　市内の数箇所を仮置場候補地として想定している。

新見市（新見市災害廃棄物処理計画　令和3年3月）

①構成市全てで策定済

①全ての構成市町村で導入済有料化導入状況
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２　循環型社会形成推進のための現状と目標（一般廃棄物の処理）

（１）一般廃棄物の処理の現状と目標（全域）

現状 目標

令和5年度 令和13年度 現状比

26,258 21,378 -18.6%

3,023 2,994 -1.0%

4,899 4,052 -17.3%

468 466 -0.4%

　その他排出量（トン） 1,222 1,414 15.7%

　⑤総排出量（トン） 9,144 8,460 -7.5%

951 1,081 13.7%

　再生利用量 1,686 1,854 10.0%

18% 22%

　最終処分量 1,265 1,139 -10.0%

14% 13%

　エネルギー回収量 　年間の発電電力量（MWH） 0 0

　年間の熱利用量（GJ） 0 0

特記事項

予測・目標における数値のうち、②③④が増加予測となるものがある場合はその理由を記載

一般廃棄物処理計画と目標値が異なる場合に、地域計画と一般廃棄物処理計画との整合性に配慮した内容

⑧最終処分量：埋立処分された量〔単位：トン〕

≪用語の定義≫　下記のとおり表１で用いる用語の定義を行う。

※　別添資料として①～⑧に関する過去及び将来推計のトレンドグラフを添付する。

⑤総排出量：②＋③＋⑤の和〔単位：トン〕

　 新見市一般廃棄物処理基本計画（令和3年3月）（以下、「基本計画」という。）の目標年度は令和12年度となっている。
このため、本計画の目標年度である令和13年度の排出量等の目標値については、基本計画における人口推計の直線的な減少
を延長して推計し、ごみ量の原単位を令和12年度の目標値と同値として、乗じて推計した。
　また、令和5年度の排出量について、基本計画における推計値よりも削減が進んだことを踏まえ、この削減分と同量を令和
13年度目標値に見込んだ。

②③排出量：対象地域において出されたごみの量（資源含む。集団回収されたごみを除く）〔単位：トン〕
　　　　　　※事業系・生活系それぞれで記載。

⑥1人1日当たりの排出量：⑤*10^6/総人口/年間日数〔単位：ｇ/人日〕

⑦総資源化量：事業系の資源ごみ量＋生活系の資源ごみの量＋集団回収量等の和〔単位：トン〕

エネルギー回収量：エネルギー回収施設において発電された年間の発電電力量〔単位：MWh〕及び熱利用量〔単位：GJ〕

その他排出量：②、③に該当しない排出量〔単位：トン〕

④1人1日当たりのごみ排出量：（生活系ごみ排出量－生活系資源ごみの量）*10^6/総人口/年間日数〔単位：ｇ/人日〕

本計画の計画期間中においては、廃棄物の減量化を含め循環型社会の実現を目指し、表１のとおり目
標量について定め、それぞれの施策に取り組んでいくものとする。

　排出量

　⑥1人1日当たりの排出量（ｇ/人日）

　④1人1日当たりのごみ排出量（ｇ/人日）

　③生活系ごみ排出量（トン）

　②事業系ごみ排出量（トン）

　表１　減量化、再生利用に関する現状と目標

　①総人口（人）

　総排出量に占める総資源化量の割合

　総排出量に占める埋立最終処分量の割合

・その他排出量には集団回収量及び生ごみ資源化量を含む。

　⑦総資源化量（トン）

　⑧埋立最終処分量（トン）
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（２）一般廃棄物の処理の現状と目標のフロー図（全域）

令和5年度

集団回収量 総資源化量 総排出量

9,144 t
リサイクル率

18.4%

処理残さ量

1,331 t
排出量 計画処理 16.8%

7,922 t
100.0% 減量化量

6,194 t
自家処理量 78.2% 最終処分量

1,265 t
16.0%

※端数処理により割合・合計が合わないことがある。

令和13年度

集団回収量 総資源化量 総排出量

8,460 t
リサイクル率

21.9%

処理残さ量

1,175 t
排出量 計画処理 16.7%

7,046 t
100.0% 減量化量

5,467 t
自家処理量 77.6% 最終処分量

0 t 1,139 t
16.2%

※端数処理により割合・合計が合わないことがある。

1,854 t

0 t

0.0%

現状の一般廃棄物の処理状況フロー

中間処理量 処理後最終処分量

目標達成時の一般廃棄物の処理状況フロー

処理後最終処分量

36 t404 t

397 t

1,222 t 1,686 t

7,922 t
7,525 t 1,265 t

1,414 t

0 t

直接資源化量

7,046 t
1,139 t

0.5%

16.2%

5.7%

94.3%
6,642 t

0 t

0.0%

処理後再生利用量

直接資源化量 処理後再生利用量

66 t
0.8%

95.0%

5.0%

16.0%

中間処理量

直接最終処分量

直接最終処分量
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（１）処理体制

（２）処理施設等の整備

３　目標達成に向けた施策（一般廃棄物の処理）

　事業系ごみについては、今後とも排出者自らの責任において処理するものとする。

　上記（1）の今後の分別区分及び処理体制で処理を行うため、表3のとおり必要な施設整備
を、表4のとおり計画支援事業等を行う。また、参考として現有施設の一覧を表5で示す。

　　ア．生活系ごみの処理体制の現状と今後

　分別区分及び処理方法については表2に示すとおりである。
　現状では、可燃ごみ、資源ごみ（アルミ缶、スチール缶、透明なびん、茶色のびん、その他の色のび
ん、古布類、古新聞、古雑誌・雑紙、ダンボール、紙パック、金属類、ペットボトル、白色トレイ）、埋
立ごみ及び粗大ごみの4種16分別収集により適正処理とリサイクルを推進している。
　可燃ごみは新見市クリーンセンター（ごみ焼却施設）で処理され、焼却灰等は新見市処理センター（最
終処分場）で埋立処分している。
　資源ごみは民間委託によりリサイクルを行っている。
　埋立ごみ・粗大ごみについては、新見市処理センターに整備している前処理施設で破砕・選別処理を行
い、可燃物は二次処理（焼却）、鉄類は取り除いてリサイクル（民間委託）、そして不燃残渣は埋立処分
している。
　令和7年度には、容器包装以外のプラスチック資源についても分別回収を行い再資源化（民間委託）を
開始する予定である。したがって、その後の分別区分は、可燃ごみ、資源ごみ（アルミ缶、スチール缶、
透明なびん、茶色のびん、その他の色のびん、古布類、古新聞、古雑誌・雑紙、ダンボール、紙パック、
金属類、ペットボトル、プラスチック資源）、埋立ごみ及び粗大ごみの4種16分別とする。

　　ウ ．一般廃棄物処理施設であわせて処理する産業廃棄物の現状と今後

　　イ．事業系ごみの処理体制の現状と今後 
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表２（１）新見市の生活系ごみの分別区分と処理方法の現状と今後

分別区分 処理方法 処理施設等 分別区分 処理方法 処理施設等 分別区分 処理方法 処理施設等 一次処理 二次処理

可燃ごみ
焼
却

新見市
クリーン
センター

可燃ごみ
焼
却

新見市
クリーン
センター

(焼却灰・飛
灰)
新見市処理
センター

アルミ缶 アルミ缶

スチール缶 スチール缶

透明なびん 透明なびん

茶色のびん 茶色のびん

その他の
色のびん

その他の
色のびん

古布類 古布類

古新聞 古新聞

古雑誌
・雑紙

古雑誌
・雑紙

ダンボール ダンボール

紙パック 紙パック

再資源化
（委託）

選別梱包
（委託）

再資源化
（委託）

再資源化
（委託）

リ
サ
イ
ク
ル

再資源化

リ
サ
イ
ク
ル

委託

現　　　状（R5年度） 今　　　後（R13年度）

新見市
分別区分 処理方法

処理施設等
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表２（２）新見市の生活系ごみの分別区分と処理方法の現状と今後

分別区分 処理方法 処理施設等 分別区分 処理方法 処理施設等 分別区分 処理方法 処理施設等 一次処理 二次処理

金属類 金属類
再資源化
（委託）

ペットボト
ル

ペットボト
ル

白色トレイ
プラスチック
資源

埋立ごみ 埋立ごみ

粗大ごみ 粗大ごみ

委託

破
砕
・
選
別

新見市処理
センター

焼却、埋立、
再資源化

リ
サ
イ
ク
ル

再資源化

破
砕
・
選
別

リ
サ
イ
ク
ル

新見市処理
センター

（破砕可燃）
新見市クリーン
センター
（破砕埋立）
新見市処理
センター
（破砕金属）
委託

現　　　状（R5年度） 今　　　後（R13年度）

新見市
分別区分 処理方法

処理施設等

選別梱包
（委託）

再資源化
（委託）
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表３－Ｅ　適正な最終処分のための整備事業

事業番号 1

施設名称
（仮称）

新見市新最終処分場

事業主体 新見市

工種 新設工事

事業目的
（新設等の理由）

現行施設の埋立容量
がひっ迫しており、
引き続き埋立ごみ
及び中間処理後の残
渣を安全に処分する
ため。

埋立て場所 山面

型式及び処理方式
管理型

（クローズド）

処分場総面積 150000㎡

処分場埋立面積 4200㎡

処分場埋立容積 27400㎥

事業期間 R11～R12

竣工（事業完了）予定年月 R13.3

設置予定地
※検討中の場合は「未定」

未定

想定される浸水深
※未定の場合は記載不要

浸水対策

環境省所管（循環交付金等）
の活用を予定

※「○」の場合は以下の項目
を記載すること

○

国土強靭化計画への記載
（計画の名称）

－

プラ要件化の経過措置 －

埋立期間 15年

埋立開始（予定）年月 2031年4月

埋立終了（予定）年月 2046年3月

跡地利用計画 未定

備考
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表４　施設整備に関する計画支援事業等

事業番号 ①

関連する本体事業の番号 1

事業名
施設整備に関する
計画支援事業

事業主体 新見市

事業目的
最終処分場整備工事

のため

事業概要

測量
地質調査
基本設計

生活環境影響調査
敷地造成実施設計

処分場発注仕様書作成

環境省所管（循環交付金等）
の活用を予定

※「○」の場合は以下の項目
を記載すること

○

プラ要件の経過措置 －

プラ施設整備事業 －

備考
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表５　現有施設一覧

施設種別 焼却施設 最終処分場 前処理施設 し尿処理施設

施設名
新見市クリーン

センター
新見市処理
センター

新見市処理
センター

新見市衛生
センター

施設所有主体 新見市 新見市 新見市 新見市

型式及び処理方式 機械化バッチ燃焼式
（ストーカ式）

管理型
（クローズド）

破砕+選別+貯留
高負荷脱窒素処理方式

+高度処理方式

処理能力（単位） 46（t/8h） 27400（㎥） 4（t/日） 43(kl/日)

エネルギー回収の有無 無 － － －

竣工年月 H11.3 H19.3 H19.3 H28.8

廃止又は休止（予定）年月 未定 R13.3 未定 未定

施設所在地 新見市金谷253
新見市哲多町
宮河内1940-24

新見市哲多町
宮河内1940-24

新見市金谷252

想定される浸水深 浸水深0.0ｍ 浸水深0.0ｍ 浸水深0.0ｍ 浸水深0.0ｍ

浸水対策 - - - -

交付金を活用した解体を
実施する場合、その交付条件

廃焼却施設解体事業
着手（予定）年月
完了（予定）年月

関連する新設事業番号
※表３の事業番号

1

備考
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４　循環型社会形成推進のための現状と目標（生活排水の処理）

（１）生活排水の処理に関する現状と目標（全域）

現状　: 令和6年度 目標　: 令和13年度

人口 構成比 人口 構成比

14,158 55.4% 13,836 65.9%

971 3.8% 799 3.8%

5,980 23.4% 6,371 30.3%

21,109 82.6% 21,006 100.0%

582 2.3% 0 0.0%

3,880 15.2% 0 0.0%

4,462 17.5% 0 0.0%

25,571 100.0% 21,006 100.0%

3,483 0

5,908 6,362

9,391 6,362

一般廃棄物処理計画と目標値が異なる場合に、地域計画と一般廃棄物処理計画との整合性に配慮した内容

基本計画の計画期間は令和１２年度までとなっている。令和１３年度の目標値については、本市が別途策定してい
る新見市汚水処理構想の中期目標値（令和１４年）を採用した。浄化槽汚泥量の目標値については、基本計画にお
ける令和１２年度の推計値に、令和７年度から令和１２年度までの推計値の増減の平均値を加算した。

し
尿
・
汚
泥
の
量

汲取りし尿量（キロリットル）

浄化槽汚泥量（キロリットル）

合計（キロリットル）

生活排水の処理については、表６に掲げる目標のとおり、合併処理浄化槽の整備等を進めていくものとす
る。

表６　生活排水処理に関する現状と目標

処
理
形
態
別
人
口

公共下水道（人）

農業集落排水施設等（人）

合併処理浄化槽等（人）

小計：汚水衛生処理人口（人）

単独処理浄化槽（人）

非水洗化人口（人）

小計：未処理人口（人）

合計：総人口（人）



（１）処理体制

（２）合併処理浄化槽の整備

５　目標達成に向けた施策（生活排水の処理）

　　ア 生活排水処理の現状と今後

　生活排水の処理については、引き続き、下水道や農業集落排水施設等の集合処理施設が整備
されていない浄化槽処理促進区域で浄化槽の整備を進めていく。

　合併処理浄化槽の整備については、表７のとおり行う。
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表７　浄化槽事業等のための整備事業※ 計画地域内の施設の状況（現況、予定）を地図上に示したものを添付

事業番号 2

事業主体 新見市

事業名称
公共浄化槽等整備推

進事業

現有設備の内容

直近の整備済み基数（基）
（令和6年度）

1,440基

処理人口（人） 5,980人

整備計画

整備計画基数（基） 100基

整備計画人口（人） 400人

事業期間 R8～R12

国土強靭化計画への記載
（計画の名称）

新見市国土強靱化地
域計画(令和3年3月)

備考
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（１）地域の循環型社会を形成する上で、次の施策を実施していく

　

６　関連するその他の施策

　　ア　ごみ減量・リサイクル促進のための施策内容

　可燃ごみの減量を目的として、家庭系ごみ・事業系ごみのそれぞれから排出される生ごみの
減量化のため、チラシ配布などの広報を行っている。また、ごみの資源化・減量化及び収集運
搬経費の削減のため、「ごみ減量化協力団体報奨金」制度を実施している。

　　イ　プラスチック資源に関する施策内容

　レジ袋や使い捨てプラスチック製品などの使用削減について市民に啓発することで、プラス
チックごみの削減を図る。また、令和7年度には、プラスチック資源の分別回収及び再資源化
（民間委託）を開始する予定である。

　家庭系ごみのうち可燃ごみ及び埋立ごみは指定ごみ袋により、事業系ごみは従量制によりご
み処理手数料を徴収している。今後も、ごみの発生抑制、資源化推進のため、事業者において
は自ら処理することを推進するため、適正なごみ処理手数料・徴収方法の設定の検討を継続し
ていく。

　　ウ　ごみ処理手数料有料化の実施内容

　　エ　リチウム蓄電池に関する対策

　火災事故等を未然に防止するため、リチウム蓄電池の適正な排出方法等について、分別一覧
表に注意書きを記載する等、周知啓発を積極的に実施する。
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　令和3年に策定した新見市災害廃棄物処理計画に基づく取り組みを推進していくとともに、訓
練等を通じて円滑・迅速な処理が実現できる実効性の高い体制を構築していく。また、高梁ブ
ロックの協定自治体において、地震や豪雨等の災害により発生した単独では対応できない廃棄
物などの処理について、広域的な支援体制を確保するため、「災害時等の廃棄物処理に関する
相互支援協定」を締結している。

　不法投棄監視員による不法投棄パトロールを継続するとともに、住民等への普及啓発を推進
し、ポイ捨て等のないきれいなまちづくりを進めていく。

　　キ　特別管理一般廃棄物、適正処理困難物の処理

　　ク　不法投棄対策

　医療系廃棄物や水銀灯など、人体や環境に深刻な影響を及ぼす恐れのある廃棄物や、ブロッ
クやタイヤをはじめとする適正な処理が困難な廃棄物については、市として収集・処理を行わ
ないものとするが、その適正な処理方法について周知徹底を図っていく。

　　カ　災害時の廃棄物処理に関する事項

　　オ　事業系ごみに関する施策内容

　事業系紙類は内部情報等が含まれており、未だ焼却処理されているものが多いため、民間リ
サイクルルートに関する情報提供を行うことにより、紙類の資源化を促進する。
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（１）計画のフォローアップ

（２）事後評価及び計画の見直し

７　計画のフォローアップと事後評価

　計画の進捗状況を把握し、その結果を公表するとともに、必要に応じて、岡山県及び国と意
見交換をしつつ、計画の進捗状況を勘案し、計画の見直しを行う。

　計画期間終了後、処理状況の把握を行い、その結果が取りまとまった時点で、速やかに計画
の事後評価、目標達成状況の評価を行う。
　また、評価の結果を公表するとともに、評価結果を次期計画策定に反映させるものとする。
なお、計画の進捗状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要に応じ計画を見直すものとす
る。
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単位 開始 終了 開始 終了
複数計画
合算費

現計画での
総事業費

複数計画
合算費

合計 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度

0 3,355,000 0 2,211,000 0 0 0 0 555,500 1,655,500

1 新見市 27400 ㎥ R11 R12 R11 R12 3,355,000 2,211,000 555,500 1,655,500

0 105,534 0 81,620 21,670 20,900 29,150 9,900 0 0

① 新見市 R7 R10 R7 R10 105,534 81,620 21,670 20,900 29,150 9,900

182,400 182,400 0 36,480 36,480 36,480 36,480 36,480

0

浄化槽整備事業（下記事業を除く） 基 0

既設の浄化槽改築事業 基 0

浄化槽災害復旧事業 基 0

少人数高齢世帯の維持管理負担
軽減事業

基 0

浄化槽整備効率化事業費 0

2 新見市 R8 R12 R8 R12 182,400 182,400 36,480 36,480 36,480 36,480 36,480

浄化槽整備事業（下記事業を除く） 100 基 182,400 182,400 36,480 36,480 36,480 36,480 36,480

既設の浄化槽改築事業 基 0

少人数高齢世帯の維持管理
負担軽減事業

基 0

浄化槽整備効率化事業費 0

0 3,642,934 0 2,475,020 21,670 57,380 65,630 46,380 591,980 1,691,980

事業
番号

合     　　計

浄化槽事業等のための整備事業

浄化槽設置整備事業

内
訳

公共浄化槽等整備推進事業

内
訳

計画支援事業等

事業番号1のための計画支援

適正な最終処分のための整備事業

（仮称）新見市新最終処分場

総括表（交付期間における各交付対象事業の概算事業費）

事　業　種　別
備　　考

総事業費（千円）

施　設　名　称　等

事業主体
名　　称

規　模 事業期間
交付金交付

期間
交付対象事業費（千円）
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添付資料1　一般廃棄物の処理の実績と予測

目標

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度 令和１３年度

①総人口（人） 28,194 27,520 26,894 26,258 25,699 25,082 24,464 23,847 23,230 22,612 21,995 21,378

②事業系ごみ排出量
（トン）

3,223 3,123 3,073 3,023 3,018 3,011 3,006 2,999 2,994 2,989 2,985 2,994

③生活系ごみ排出量
（トン）

5,352 5,293 5,176 4,899 4,798 4,690 4,582 4,475 4,366 4,258 4,150 4,052

④1人1日当たりの
ごみ排出量
（ｇ/人日）

479 484 484 468 468 468 468 466 467 467 467 466

その他排出量
（トン）

1,395 1,309 1,278 1,222 1,414 1,414 1,414 1,414 1,414 1,414 1,414 1,414

⑤総排出量
（トン）

9,970 9,725 9,527 9,144 9,230 9,115 9,002 8,888 8,774 8,661 8,549 8,460

⑥1人1日当たりの
排出量
（ｇ/人日）

969 968 971 951 984 996 1,008 1,018 1,035 1,049 1,065 1,081

⑦総資源化量
（トン）

1,918 1,839 1,801 1,686 1,854 1,854 1,854 1,854 1,854 1,854 1,854 1,854

⑧埋立最終処分量
（トン）

1,334 1,257 1,250 1,265 1,293 1,269 1,247 1,223 1,200 1,178 1,155 1,139

生活系ごみ排出量
のうち資源化量
（トン）

426 434 426 397 404 404 404 404 404 404 404 404

年間日数
（日）

365 365 365 366 365 365 365 366 365 365 365 366

指標・単位

過去の状況・現状 予測
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1,395 1,309 1,278 1,222 1,414 1,414 1,414 1,414 1,414 1,414 1,414 1,414 

5,352 5,293 5,176 4,899 4,798 4,690 4,582 4,475 4,366 4,258 4,150 4,052 

3,223 3,123 3,073 
3,023 3,018 3,011 3,006 2,999 2,994 2,989 2,985 2,994 

9,970 9,725 9,527 9,144 9,230 9,115 9,002 8,888 8,774 8,661 8,549 8,460 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度 令和１３年度

過去の状況・現状 予測 目標

（トン） 事業系ごみ、生活系ごみ、その他排出量の推移

②事業系ごみ排出量

（トン）

③生活系ごみ排出量

（トン）

その他排出量

（トン）

1,918 
1,839 1,801 

1,686 
1,854 1,854 1,854 1,854 1,854 1,854 1,854 1,854 

1,334 
1,257 1,250 1,265 1,293 1,269 1,247 1,223 1,200 1,178 1,155 1,139 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度 令和１３年度

過去の状況・現状 予測 目標

（トン） 総資源化量と埋立最終処分量の推移

⑦総資源化量

（トン）

⑧埋立最終処分量

（トン）
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28,194 27,520 26,894 26,258 25,699 25,082 24,464 23,847 23,230 22,612 21,995 21,378 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度 令和１３年度

過去の状況・現状 予測 目標

（人） 総人口の推移

①総人口（人）

479 484 484 468 468 468 468 466 467 467 467 466 

969 968 971 951 
984 996 1,008 1,018 1,035 1,049 1,065 1,081 

0

200

400

600

800

1,000

1,200

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度 令和１３年度

過去の状況・現状 予測 目標

（ｇ/人日） １人１日当たりのごみ排出量・１人１日当たりの排出量の推移

④1人1日当たりの

ごみ排出量

（ｇ/人日）

⑥1人1日当たりの

排出量

（ｇ/人日）
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目標

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度 令和１３年度

総人口（人） 28,194 27,520 26,894 26,258 25,571 25,081 24,464 23,847 23,230 22,612 21,995 21,006

14,415 14,251 14,112 14,426 14,158 15,008 15,072 15,133 15,191 15,245 15,297 13,836

51.1% 51.8% 52.5% 54.9% 55.4% 59.8% 61.6% 63.5% 65.4% 67.4% 69.5% 65.9%

1,102 1,058 1,033 1,015 971 1,008 969 931 894 859 826 799

3.9% 3.8% 3.8% 3.9% 3.8% 4.0% 4.0% 3.9% 3.8% 3.8% 3.8% 3.8%

6,873 6,725 6,516 6,703 6,562 5,893 5,869 5,846 5,823 5,799 5,776 6,371

24.4% 24.4% 24.2% 25.5% 25.7% 23.5% 24.0% 24.5% 25.1% 25.6% 26.3% 30.3%

未処理人口（人） 5,804 5,486 5,233 4,114 3,880 3,172 2,554 1,937 1,322 709 96 0

22

集落排水施設等（人）
汚水衛生処理人口
汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率

合併処理浄化槽等（人）
汚水衛生処理人口
汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率

汚水衛生未処理人口

公共下水道（人）
汚水衛生処理人口
汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率

生活排水の処理の実績と予測

　指標・単位

過去の状況・現状 予測
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1,015 971

1,008 969 931 894 859 826 799

14,415 14,251 14,112
14,426 14,158

15,008 15,072 15,133 15,191 15,245 15,297 13,836

28,194 27,520 26,894 26,258 25,571 25,081 24,464 23,847 23,230 22,612 21,995

21,006
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合併処理浄化槽等

（人）
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添付資料 3 対象地域図 
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※（仮称）新見市新最終処分場は設置予定地未定 

添付資料 4 地域内の施設現況と予定 
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浄化槽処理促進区域図 
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※（仮称）新見市新最終処分場は設置予定地未定 

添付資料 5 現有及び新設予定の廃棄物処理施設が所在する地域のハザードマップ 
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※（仮称）新見市新最終処分場は設置予定地未定 
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添付資料 6 国土強靭化地域計画 
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